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1.　インスタント食品の激増にともない，油を用いた

イ ンスタント食品が多く出回り, その油の変質のた めに

障 害が生 ずるおそ れも考 えられる，油の変質による害作

用に対して は，これ まで多 くの報 告がみられるが，比較

的変質 の少 ない油につい ての報 告はあ まりみられない。

そこで，比較的変質 の少ない変敗油が動物 に対 しどんな

影響をおよぼすかを知る目的で本 実験 を始 めた。

2･　第15回の本学会で過酸化 物価100 と400の油を脂肪

源とし て,カゼイン20%, 脂肪10% レベル の飼料で幼 白鼠

を８週間飼育し その結果 を報告し た。 その際POV 400

の油はもちろん,   POV 100 の 油でも体重増加率は対 照

に比 べて低く，殊にPOV 400 の油を用いた群 は，肝臓

中ビ タミンＡ の貯留量が非常 に少 ないこ とを述 べた。

そこで今回は，このような ＰＯＶ の高い油が動物 の体

脂肪の脂肪酸パタ ーンにどんな影響をお よぼすかを知 り

たい と考えた。 それぞれの群 の後 腹壁脂肪をとり出し，

その脂 肪酸パターンを，ガスクロマトグラフィーによっ

て分画し た。

3.　そ の結果，摂取脂肪 の ＰＯＶ が高い と， 同一種類



の油であるにもかかわらず，体脂肪酸パターンの中のリ

ノール 酸の割 合が低 くなり，殊にPOV 400 の 油のそれ

は10% 以下であった。
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